
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
西
本
願
寺
本
の
筆
者
に
関
す
る
一
考
察
 

田
　
中
　
　
真
 

は
じ
め
に
 

本
派
本
願
寺
に
襲
蔵
さ
れ
る
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信
証
』）
鎌
倉
時
代
書
写
本
（
以
下
、
西
本
願
寺
本
）

は
、
古
く
か
ら
真
宗
の
典
籍
、
或
い
は
記
録
な
ど
で
度
々
登
場
し
て
き
た
も
の
と
さ
れ
、
宗
門
の
重
要
文
化
財
と
し
て
今
日
ま
で
伝
わ

っ
て
い
る
。
西
本
願
寺
本
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
親
鸞
聖
人
（
一
一
七
三
〜
一
二
六
三
）
の
真
筆
の
可
否
や
、
意
図
的
に
裁
断
さ
れ
た

奥
書
部
分
に
ど
の
よ
う
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
た
か
、
更
に
は
親
鸞
聖
人
唯
一
の
真
筆
で
あ
る
所
謂
「
坂
東
本
」
と
の
関
係
に
つ
い
て

の
論
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
清
書
本
」
と
呼
ば
れ
る
美
し
い
体
裁
を
保
つ
西
本
願
寺
本
の
由
縁
で
あ
る
書
式
に
着
眼
し

た
研
究
は
、
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い

（
１
）
。 

本
派
本
願
寺
が
長
年
に
亘
り
推
進
し
て
い
る
、
浄
土
真
宗
聖
典
の
編
纂
事
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
聖
教
の
書
式
や

体
裁
は
、
聖
典
拝
読
は
も
と
よ
り
多
様
な
典
籍
を
読
み
解
く
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
改
行
や
段

落
の
な
い
散
文
や
韻
文
は
、
読
解
の
便
宜
を
重
ん
じ
る
聖
典
編
纂
か
ら
み
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
不
便
で
あ
り
、
体
裁
を
伴
わ
な
い
も
の
は

優
れ
た
雅
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
文
意
を
捉
え
き
れ
ず
誤
読
の
危
険
す
ら
孕
む
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
西
本
願
寺
本
を
眺
め
た
と

き
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
緻
密
な
書
式
を
手
に
入
れ
た
の
か
、
或
い
は
そ
の
よ
う
な
書
式
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
追
求
し
た
い
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と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
去
る
二
〇
一
七
年
に
開
催
さ
れ
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
主
催

の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
２
）
で
、
筆
者
は
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
西
本
願
寺
本
を
担
当
し
、
そ
の
中
で
僅
か
ば
か
り
論
述
す
る
機
会
を
得
た
。
し

か
し
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
た
た
め
意
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
幸
い
、
当
時
に
登
壇
し
た
内
容
が
こ
れ
ま
で
未
発
表
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
小
論
に
お
い
て
少
し
く
研
究
の
成
果
を
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。 

第
一
章
　
西
本
願
寺
本
の
特
徴
と
『
教
行
信
証
』
の
系
統
 

第
一
節
　
西
本
願
寺
本
の
成
立
に
つ
い
て
 

西
本
願
寺
本
は
、
周
知
の
通
り
「
草
稿
本
」
或
い
は
「
中
清
書
本
」
と
も
い
わ
れ
る
真
宗
大
谷
派
蔵
親
鸞
聖
人
真
筆
本
（
以
下
、
坂

東
本
）
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
清
書
本
」
と
称
さ
れ
、
真
宗
高
田
派
専
修
寺
蔵
真
仏
上
人
書
写
本
（
以
下
、
高
田
本
）
と
と
も
に
近

年
ま
で
親
鸞
聖
人
の
真
筆
と
さ
れ
て
き
た
鎌
倉
三
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
西
本
願
寺
本
を
親
鸞
聖
人
の
真
筆
と
評
価
さ
れ
た
の

は
、
大
正
期
の
辻
善
之
助
氏
で
あ
っ
た

（
３
）
。
し
か
し
、
こ
の
あ
と
実
証
的
な
研
究
が
進
み
、
今
日
で
は
坂
東
本
を
も
と
に
後
期
親
鸞
聖
人

の
筆
蹟
を
緻
密
に
書
写
さ
れ
、
尚
且
つ
改
訂
や
改
行
な
ど
の
整
備
を
施
し
た
鎌
倉
時
代
の
書
写
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
４
）
。 

西
本
願
寺
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
り
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
と
比
定
さ
れ
て
お
り

（
５
）
、
ま
た
親
鸞

聖
人
に
か
な
り
近
い
存
在
で
あ
っ
た
人
物
に
よ
る
制
作
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る

（
６
）
。
す
な
わ
ち
、
西
本
願
寺
本
の
制
作
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
坂
東
本
の
う
ち
、「
証
巻
」
と
「
真
仏
土
巻
」
の
表
紙
に
は
、「
釈
蓮
位
」
と
宗
祖
の
直
筆
で
書
か
れ
た
袖
書
が
伝
え
る
よ

う
に
、
宗
祖
の
手
許
に
あ
っ
た
坂
東
本
は
、
晩
年
に
は
京
都
で
側
近
と
し
て
仕
え
た
蓮
位
に
授
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
蓮
位
の
手
に

渡
っ
た
後
は
、
坂
東
本
の
「
化
巻
末
」
に
あ
る
「
弘
安
陸
｛
癸
未
｝
二
月
二
日
釈
明
性
譲
預
之
／
沙
門
性
信
（
花
押
）」
と
の
奥
書
に

あ
る
よ
う
に
、
東
国
の
性
信
の
手
に
渡
り
、
更
に
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
に
は
明
性
に
譲
り
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
７
）
。
よ
っ
て
、
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文
永
十
二
年
の
頃
、
東
国
の
門
弟
の
も
と
に
あ
っ
た
坂
東
本
を
写
し
て
成
立
し
た
も
の
が
西
本
願
寺
本
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
西
本
願
寺
本
は
宗
祖
十
三
回
忌
を
機
縁
と
し
て

（
８
）
、
東
国
で
成
立
し
た
と
現
在
で
は
考
え
る
こ
と
が
大
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

第
二
節
　
西
本
願
寺
本
の
特
徴
 

こ
こ
で
、
先
行
研
究
に
よ
る
西
本
願
寺
本
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
重
見
一
行
氏
の
緻
密
な
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、

西
本
願
寺
本
は
第
一
の
特
徴
と
し
て
坂
東
本
を
臨
写
し
な
が
ら
整
備
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
と
に
「
善
」
や
「
无
」
な
ど
の
字
体
は

宗
祖
の
後
期
筆
蹟
を
用
い
て
全
体
を
書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
は
坂
東
本
の
筆
蹟
の
推
移
に
従
い
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
と
さ
れ

る
（
９
）
。
第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
教
巻
で
あ
る
。
当
巻
に
は
総
序
に
続
い
て
教
巻
の
内
題
前
に
標
列
が
記
さ
れ
る
が
、
尾
題
の
後
に
も

同
様
の
標
列
が
記
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
と
し
て
は
、
本
文
は
墨
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外

の
字
音
仮
名
や
左
訓
、
返
点
、
四
声
点
、
細
註
や
頭
註
、
分
別
書
方
な
ど
、
全
て
が
朱
筆
で
書
写
（
臨
写
）
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大

き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
、
第
四
に
は
そ
の
体
裁
に
あ
る
。
当
研
究
所
聖
典
編
纂
が
平
成
十
年
に
行
っ
た
聖
教
調
査
の
報
告
に
よ
る

と
、
西
本
願
寺
本
の
装
丁
は
、
坂
東
本
と
同
じ
特
徴
を
持
つ
袋
綴
の
三
ツ
穴

（
10
）
で
あ
り
、
料
紙
は
厚
み
の
あ
る
楮
紙
で
非
常
に
保
存
の
よ

い
状
態
で
あ
る
。
た
だ
、
本
文
の
料
紙
は
、
過
去
の
修
復
の
際
に
喉
側
が
裁
ち
切
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
本
来
の
法
量
は
も
う
少
し
大

き
な
サ
イ
ズ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
11
）
。
本
文
の
半
葉
は
七
行
書
、
一
行
字
数
は
十
三
字
内
外
と
、
坂
東
本
に
比
べ
て
字
体
の
サ
イ
ズ

は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
大
の
特
徴
と
し
て
第
五
に
挙
げ
る
の
が
書
式
で
あ
る
。
御
自
釈
や
経
・
論
・
釈
の
引
用

文
毎
に
改
行
が
施
さ
れ
、
韻
文
・
散
文
の
区
別
を
つ
け
、
偈
頌
な
ら
偈
文
形
式
に
適
宜
書
式
を
整
え
て
い
る
点
で
あ
る

（
12
）
。
さ
ら
に
、
引

文
の
行
頭
に
は
そ
れ
ぞ
れ
区
別
す
る
三
種
類
の
記
号
を
付
し
て
い
る（

13
）
。
す
な
わ
ち
、「
経
」
に
は
「
三
点
」
の
朱
点
を
、「
論
」
に
は

「
二
点
」
を
、「
釈
」
に
は
「
一
点
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
筆
蹟
を
は
じ
め
と
し
書
式
を
も
整
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清

書
本
と
呼
ば
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 
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第
三
節
『
教
行
信
証
』
の
系
統
に
つ
い
て
 

以
上
の
よ
う
に
、
西
本
願
寺
本
の
特
徴
に
触
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
第
五
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
書
式
で
あ

る
。
何
故
こ
の
よ
う
に
緻
密
な
書
式
を
も
つ
書
写
本
が
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
書
式
は
、
西
本
願
寺
本
が
成
立

し
て
以
降
、
諸
々
の
書
写
本
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
脈
々
と
続
く
西
本
願
寺
の
歴
史
と
共
に

あ
っ
た
西
本
願
寺
本
で
あ
る
故
、
本
文
を
は
じ
め
書
体
や
書
式
も
継
承
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。 

西
本
願
寺
本
の
書
式
を
調
べ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
現
存
す
る
『
教
行
信
証
』
の
系
統
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
教
行
信
証
』
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
分
類
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
つ
に
は
漢
語
（
漢
文
体
）、
二
つ
に
は
和
語
（
和
文
体
│
延
書

■

│
）
で
あ
る
。 

　
第
一
項
　
漢
文
体
の
系
統
 

漢
語
に
つ
い
て
は
、
分
冊
の
違
い
で
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
鎌
倉
三
本
の
よ
う
な
六
冊
本
系
と
、
そ
の
後
に
普
及
し
た
八
冊
本
系
で

あ
る
。
前
者
は
、
三
本
と
も
に
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
坂
東
本
が
教
巻
と
行
巻
を
合
わ
せ
て
一
冊
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

後
者
の
高
田
本
と
西
本
願
寺
本
と
は
、
化
巻
に
お
い
て
本
末
と
分
冊
し
て
い
る
点
で
相
異
す
る
も
の
の
、
原
初
の
形
態
を
含
め
六
冊
で

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
六
冊
本
系
と
さ
れ
て
い
る

（
14
）
。 

次
に
、
こ
の
六
冊
本
に
準
じ
る
書
写
本
が
あ
る
。
形
態
こ
そ
八
冊
本
だ
が
（
こ
れ
に
は
若
干
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
古
い
順
か

ら
考
え
る
と
）
京
都
府
常
楽
寺
蔵
存
覚
上
人
書
写
本
（
存
覚
本
）
は
、
信
巻
と
化
巻
と
が
仮
に
分
冊
さ
れ
て
い
る
形
態
で
あ
る
。
後
に

述
べ
る
八
冊
本
系
の
高
田
系
統
に
影
響
を
受
け
た
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
明
確
に
外
題
や
内
題
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

に
せ
よ
、
存
覚
本
は
六
冊
本
の
系
統
に
入
る
が
、
形
態
と
し
て
は
八
冊
本
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
存
覚
本
系
が
さ
ら
に
八
冊
本
系
に
な
ら
っ
て
整
備
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
龍
谷
大
学
蔵
文
明
二
年
書
写
本
（
文
明
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本
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
八
冊
の
形
態
で
あ
り
な
が
ら
内
容
は
六
冊
本
系
に
属
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
完
全
に
八
冊
本
の
形
態
を
整
え
て
い
る
も
の
と
し
て
、
本
願
寺
系
と
高
田
系
の
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
本
願
寺
系

に
は
、
西
本
願
寺
本
の
教
巻
の
前
後
二
カ
所
に
あ
る
標
挙
・
標
列
が
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
系

統
は
、
今
日
の
東
西
本
願
寺
派
の
寺
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
室
町
時
代
以
前
に
多
数
書
写
さ
れ
た
、
伝
授
本
の
形
態
を
も
つ
も
の
と
さ

れ
て
い
る

（
15
）
。
ま
た
高
田
本
系
は
、
正
応
四
年
の
出
版
を
記
す
奥
書
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
存
覚
本
の
結
構
に
影
響
を
与
え
た
と

さ
れ
て
い
る

（
16
）
。 

　
第
二
項
　
和
文
（
延
書
）
体
の
系
統
 

延
書
の
系
統
に
は
、
十
七
冊
・
十
九
冊
・
二
十
冊
の
系
統
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
17
）
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
十
七
冊
本
は
本
派
本

願
寺
蔵
善
如
上
人
書
写
本
、
十
九
冊
本
は
真
宗
大
谷
派
蔵
貞
和
二
年
源
覚
書
写
本
、
二
十
冊
は
愛
知
県
蓮
成
寺
蔵
蓮
如
上
人
書
写
本
な

ど
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
分
冊
の
違
い
に
よ
っ
て
系
統
分
け
出
来
る
が
、
今
は
西
本
願
寺
本
の
書
式
（
漢
文
体
）
に
つ
い
て
の
提
起
で
あ

る
た
め
、
和
文
の
代
表
と
し
て
十
七
冊
本
の
み
の
校
合
と
し
、
詳
し
い
内
容
に
触
れ
る
こ
と
は
今
回
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
三
本
が
成
立
し
て
以
降
、
こ
れ
ら
の
系
統
の
『
教
行
信
証
』
が
伝
播
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
系

統
の
中
か
ら
、
系
統
別
に
書
式
を
検
証
し
て
み
た
の
が
次
の
節
で
あ
る
。 

第
二
章
　
西
本
願
寺
本
の
書
式
と
筆
者
に
つ
い
て
 

第
一
節
　
諸
本
と
の
書
式
比
較
 

西
本
願
寺
本
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
り
弘
願
寺
本
や
浄
得
寺
本
な
ど
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
、
西
本
願
寺
本
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独
特
の
本
文
の
遺
伝
を
保
存
し
て
い
る

（
18
）
。
し
か
し
、
体
裁
の
詳
し
い
継
承
ま
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
前
章
で
述
べ
た
諸

系
統
に
、
西
本
願
寺
本
の
書
式
が
継
承
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
た
い
。
こ
の
検
証
に
よ
り
、
西
本
願
寺
本
の
特
異
性
が

明
か
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
こ
で
比
較
す
る
書
式
と
は
、
行
格
の
中
で
も
重
要
な
位
置
に
あ
る
所
謂
「
改
行
」
に
つ

い
て
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
の
書
式
（
改
行
）
は
、
坂
東
本
を
臨
写
し
な
が
ら
も
計
画
的
に
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
書
式
に
関
し
て

は
西
本
願
寺
本
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
目
さ
れ
て
い
る

（
19
）
。『
教
行
信
証
』
を
読
み
解
く
上
で
最
も
重
要
な
条
件
で
あ
る
行
格
に
こ
そ
、

西
本
願
寺
本
独
自
の
特
徴
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
書
式
が
何
故
必
要
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
根
拠
を
探
る

上
で
、
諸
系
統
の
『
教
行
信
証
』
の
校
合
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
で
あ
る
。
書
式
の
対
比
検
証
を
試
み
た
の
は
、
諸
系
統
を

代
表
し
た
次
の
諸
本
で
あ
る
。 

〈
漢
文
〉
　
六
冊
本
系
　
真
宗
大
谷
派
蔵
親
鸞
聖
人
真
筆
本
（
坂
東
本

（
20
）
） 

　
　
　
　
　　
　
　
　
　
真
宗
高
田
派
蔵
真
仏
上
人
書
写
本
（
高
田
本
） 

　
　
　
　
　存
覚
本
系
　
京
都
府
常
楽
寺
蔵
存
覚
上
人
書
写
本
（
存
覚
本
） 

　
　
　
　
　文
明
本
系
　
龍
谷
大
学
蔵
文
明
年
間
書
写
本
（
文
明
本
） 

　
　
　
　
　八
冊
本
系
　〔
本
願
寺
本
系
〕　
本
派
本
願
寺
蔵
存
如
上
人
授
与
本
（
存
如
授
与
本
） 

　
　
　
　
　　
　
　
　
　〔
高
田
本
系
〕　
三
重
県
中
山
寺
蔵
室
町
時
代
末
期
書
写
本
（
中
山
寺
本
） 

〈
和
文
〉
十
七
冊
本
系
　
本
派
本
願
寺
蔵
善
如
上
人
書
写
本
（
善
如
本
） 

以
上
の
各
種
七
冊
に
つ
い
て
書
式
に
関
す
る
校
合
を
行
っ
た
。
巻
毎
に
概
観
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
教
巻
は
、
六
本
が
大
凡
西
本
願
寺
本
の
改
行
に
対
し
て
約
三
九
％
〜
四
五
％
の
一
致
率
で
あ
り
、
存
如
授
与
本
に
関
し
て
は
九
七
％

と
高
い
一
致
率
で
あ
っ
た
。 

・
行
巻
に
関
し
て
は
、
中
山
寺
本
（
三
四
％
）
と
善
如
本
（
九
％
）
を
除
く
五
本
で
約
五
二
％
〜
六
〇
％
の
一
致
率
で
あ
っ
た
。
特
に
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「
大
行
釈
」
の
『
平
等
覚
経
』
の
偈
文
引
用
箇
所
と
「
正
信
偈
」
の
箇
所
は
、
善
如
本
以
外
の
六
本
で
高
い
一
致
率
で
あ
る
。 

・
信
巻
は
、
全
体
的
に
約
七
％
〜
二
三
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。「
明
所
被
機
釈
」
の
う
ち
『
涅
槃
経
』（
現
病
品
）
の
六
師
外
道
と

偈
頌
の
箇
所
で
部
分
的
に
近
い
改
行
を
み
せ
る
が
、
西
本
願
寺
本
の
改
行
は
ほ
と
ん
ど
継
承
さ
れ
て
い
な
い
と
み
て
よ
い
。 

・
証
巻
と
真
仏
土
巻
は
、
共
に
そ
の
一
致
率
は
約
七
％
〜
一
三
％
と
巻
頭
・
巻
尾
を
除
い
て
ほ
ぼ
不
一
致
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。 

・
化
巻
は
、「
外
教
釈
」
の
偈
頌
の
箇
所
で
一
部
一
致
す
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
約
一
五
％
〜
三
四
％
と
低
い
一
致
率
で
あ
っ
た
。 

六
巻
通
し
て
改
行
の
一
致
率
は
、
善
如
本
の
約
一
三
．
五
％
か
ら
坂
東
本
の
約
三
六
．
九
％
と
い
う
結
果
で
、
傾
向
と
し
て
は
、
和

文
で
あ
る
善
如
本
は
一
致
率
が
最
も
低
く
、
漢
文
体
の
六
本
も
教
巻
・
行
巻
・
化
巻
で
三
割
か
ら
六
割
を
保
つ
程
度
で
、
巻
が
進
む
毎

に
一
致
率
は
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
西
本
願
寺
本
の
書
式
は
、
ど
の
系
統
に
も
ほ
と
ん
ど
継
承
さ
れ
て
い
な
い
事
実
が
判
明
し
た
。
こ
の
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
が
次
の
図
で
あ
る
。
ど
の
系
統
も
坂
東
本
や
高
田
本
と
似
た
よ
う
な
大
ま
か
な
書
式
の
傾
向
に
あ
る
。
緻
密
な
西
本
願
寺
本
の

書
式
と
は
対
照
的
で
あ
る
。 

と
は
言
え
、
非
常
に
興
味
深
い
結
果
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
存
如
授
与
本
で
あ
る

（
21
）
。
本
書
の
「
教
巻
」
が
、
西
本
願
寺
本

の
「
教
巻
」
の
書
式
に
ほ
ぼ
一
致
し
た
点
で
あ
る
。
先
の
図
（
上
図
）
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
西
本
願
寺
本
の
改
行
箇
所
が
「
三
一
」

に
対
し
て
、
存
如
授
与
本
の
数
字
は
「
三
二
」
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
西
本
願
寺
本
に
あ
る
二
つ
の
標
列
が
同
じ
仕
様
に
配
さ
れ
て

い
る
特
徴
を
も
つ
本
願
寺
系
八
冊
本
の
存
如
授
与
本
は
、
改
行
位
置
に
つ
い
て
も
西
本
願
寺
本
を
手
本
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。 

と
こ
ろ
が
、
行
巻
以
降
に
な
る
と
書
式
は
一
変
し
て
継
承
さ
れ
な
く
な
る
。
更
に
、
本
文
の
内
容
に
お
い
て
も
『
浄
土
真
宗
聖
典
全

書
』
第
二
巻
「
宗
祖
篇
上
」
の
校
異
で
確
認
す
る
と
、
文
字
の
相
異
が
頻
繁
で
あ
り
西
本
願
寺
本
と
存
如
授
与
本
と
の
内
容
に
は
乖
離

が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
と
な
る

（
22
）
。 
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　諸　本          教巻       行巻       信巻       証巻       真巻       化巻       合計 

西本願寺本         31       247       201          55          70       251       792 

坂東本                   2        147          46            6            6          85       292 

高田本                 14       139          45            6            8          78       290 

存覚本                 13       141          33             -            5             -        192 

文明本                 14       130          23            5            5          62       239 

存如授与本         32       129          44            5            5          39       254 

中山寺本             14          84             -            5             -          45       148 

善如本                 12          22          14            7            5          47       107 

　諸　本          教巻       行巻       信巻       証巻       真巻       化巻       合計 

西本願寺本       100       100       100       100       100       100       100 

坂東本                   0       60%       23%       11%         9%       34%       37% 

高田本              45%       56%       22%       11%       11%       31%       24% 

存覚本              41%       57%       16%             -         7%             -       30% 

文明本              45%       53%       11%         9%         7%       25%       32% 

存如授与本       97%       52%       22%         9%         7%       16%       32% 

中山寺本          45%       34%             -         9%             -       18%       19% 

善如本              39%         9%         7%       13%         7%       19%       14%

西本願寺本と諸本との改行箇所の数とその比較（上図）

西本願寺本と諸本との改行箇所の一致率（下図）　※四捨五入



以
上
の
こ
と
か
ら
、
存
如
授
与
本
の
一
部
（
教
巻
）
の
み
西
本
願
寺
本
の
書
式
の
継
承
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
巻
及
び
諸

本
に
つ
い
て
は
大
き
く
異
な
る
体
裁
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

第
二
節
　
西
本
願
寺
本
の
制
作
意
図
 

諸
系
統
に
対
し
て
西
本
願
寺
本
の
書
式
は
、
ど
の
系
統
に
も
殆
ど
継
承
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
本
願
寺
の
系
統
で
あ
る
本
願
寺
系
八

冊
本
で
あ
っ
て
も
全
体
で
三
二
％
と
低
い
値
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
よ
り
見
え
て
き
た
西
本
願
寺
本
の
特
徴
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

因
み
に
、
正
応
版
の
奥
書
を
持
つ
中
山
寺
本
な
ど
の
高
田
系
八
冊
本
に
は
、
諸
本
と
異
な
る
独
特
の
形
式
の
継
承
が
み
ら
れ
る
。
初

期
の
鎌
倉
三
本
こ
そ
、
半
葉
の
行
数
は
八
行
や
七
行
等
と
ま
ち
ま
ち
で
、
一
行
文
字
数
も
十
五
字
内
外
と
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ

以
降
の
諸
本
の
う
ち
特
に
高
田
系
八
冊
本
は
、
十
七
字
詰
と
安
定
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
出
版
を
意
図
し
て
作
成
さ
れ
た
正
応
版
を
祖

本
と
す
る
形
式
に
比
定
さ
れ
る

（
23
）
。
つ
ま
り
、
高
田
系
八
冊
本
は
、
正
応
版
の
書
式
を
正
し
く
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

八
冊
本
系
は
、
高
田
系
が
正
応
版
を
元
と
す
る
系
統
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
西
本
願
寺
本
が
こ
れ
だ
け
の
書
式
を
誇
り
な
が
ら
、
本

願
寺
系
八
冊
本
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
と
な
る
と
、「
八
冊
系
」
が
そ
も
そ
も
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
本
願
寺
本

の
本
文
を
継
承
し
て
い
る
弘
願
寺
本
や
浄
得
寺
本
が
書
式
を
反
映
し
て
い
な
い
事
を
勘
案
す
る
と
、
そ
の
要
因
は
寧
ろ
西
本
願
寺
本
に

あ
り
、
諸
系
統
と
の
校
合
結
果
が
左
証
で
あ
る
よ
う
に
、
西
本
願
寺
本
の
書
式
が
書
写
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
指
摘

で
き
る
。
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
そ
の
理
由
と
は
、
西
本
願
寺
本
自
身
が
「
読
み
伝
え
る
」
と
い
う
、
本
典
の
内
容
理
解
に
特
化
し
た

特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
西
本
願
寺
本
は
、
伝
え
手
側
に
比
重
を
置
い
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
し
か
に
、
先
述
の
高
田
系
八
冊
本
の
「
十
七
字
詰
」
と
い
う
書
式
は
、
中
国
大
蔵
経
典
の
伝
承
形
式
と
一
致
す
る
書
式
で
も

あ
る

（
24
）
。
つ
ま
り
、
諸
本
は
『
教
行
信
証
』
を
「
経
典
」
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
古
来
よ
り
聖
教
の
書
写

は
、
こ
の
よ
う
な
経
典
の
書
式
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
寧
ろ
西
本
願
寺
本
が
特
別
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

浄土真宗総合研究 14

75



で
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
難
解
な
『
教
行
信
証
』
を
読
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
目
的
と
は
「
相
伝
」
で
あ
る
。

西
本
願
寺
本
は
、
様
々
な
系
統
の
諸
本
よ
り
も
遥
か
に
読
み
易
い
書
式
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
伝
え
る
側
が
「
理
解
」
し
、
さ
ら
に

相
手
に
「
読
み
伝
え
る
」
と
い
う
与
奪
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
視
点
で
諸
本
を
眺
め
て
み
る
と
、「
坂
東
本
」
は
親
鸞
聖
人
が
人
生
を
通
し
て
推
敲
さ
れ
た
執
筆
草
稿
の
領
域
の
も
の

で
あ
り
、「
高
田
本
」
は
師
資
付
属
の
書
写
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
降
の
諸
本
は
、
経
典
の
書
式
に
習
っ

た
「
本
文
の
継
承
」
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
式
の
継
承
は
崇
高
な
伝
承
と
い
え
る
が
、
内

容
理
解
を
重
視
し
た
場
合
に
は
、
御
自
釈
や
引
用
文
な
ど
が
、
何
処
に
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
あ
る
か
即
座
に
判
断
し
難
い
。 

御
自
釈
や
引
用
文
、
及
び
抹
消
さ
れ
た
本
文
が
ど
の
よ
う
に
訂
記
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
「
拝
読
」
の
た
め
の
不
便
さ
を
解
消

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
西
本
願
寺
本
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
経
・
論
・
釈
」
毎
に
改
行
を
施
し
、
墨
書
で

あ
る
本
文
以
外
の
読
み
や
返
点
な
ど
の
訓
点
、
並
び
に
頭
註
や
反
切
な
ど
の
註
記
を
朱
書
き
に
し
て
、
本
文
と
区
別
す
る
徹
底
ぶ
り

は
、
飽
く
ま
で
ご
文
を
正
確
に
「
読
み
伝
え
る
」
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ず
に
は
お
れ
な
い
。
西
本
願
寺
本
の
書
式
が
伝
え
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
を
こ
れ
に
当
て
は
め
る
と
、「
相
伝
」
と
い
う
言
葉
が
妙
に
腑
に
落
ち
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

西
本
願
寺
本
は
、
坂
東
本
を
体
裁
よ
く
書
写
し
た
「
清
書
本
」
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
、
相
伝
を
意
図
し
て
機
能
す
る
特
別
な
テ
キ
ス
ト

で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

第
三
節
　
西
本
願
寺
本
の
筆
者
（
制
作
者
）
に
つ
い
て
 

で
は
、
西
本
願
寺
本
を
「
相
伝
」
と
い
う
意
識
で
制
作
し
た
者
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
西
本
願
寺
本
の
筆
蹟
は
、
先
行

研
究
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
現
在
で
は
宗
祖
の
自
筆
で
は
な
い
こ
と
が
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
中
井
玄
道
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
「
一
定

の
型
に
囚
わ
れ
て
筆
力
を
擅
に
す
る
能
は
ざ
る
の
憾
あ
り
。
そ
の
模
的
に
し
て
気
品
に
乏
し
き
」
と
の
論
定
に
は
じ
ま
り
、
以
降
、
辻
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善
之
助
氏
な
ど
の
研
究
者
に
よ
る
西
本
願
寺
本
の
筆
蹟
に
関
す
る
文
献
学
的
な
研
究
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
重
見
一
行
氏
に
よ

り
、
西
本
願
寺
本
が
「
坂
東
本
を
臨
写
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
う
い
う
写
本
を
手
も
と
に
置
い
て
、
事
前
に
検
討
を
加
え
、
あ
る
程
度

の
改
定
計
画
を
ね
っ
て
、
坂
東
本
の
書
写
に
臨
ん
で
あ
ろ
う
と
も
推
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ

（
25
）
、
更
に
「
本
文
中
の
西
本
筆
者
の
癖
は
、

そ
の
ま
ま
奥
書
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
西
本
の
残
さ
れ
た
奥
書
の
筆
者
は
本
文
の
筆
者
と
同
一
人
と
考
え
て
ま
ち
が
い
な
い

で
あ
ろ
う
」
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る

（
26
）
。 

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
西
本
願
寺
本
の
筆
者
と
は
、「
坂
東
本
を
手
許
に
置
い
て
臨
写
が
出
来
た
人
物
」
と
い

う
こ
と
、
ま
た
そ
の
人
物
と
は
「
西
本
願
寺
本
の
奥
書
を
し
た
た
め
た
人
物
と
同
一
人
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
成
果
を
勘
案
し

つ
つ
、
西
本
願
寺
本
が
本
願
寺
に
永
ら
く
襲
蔵
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
確
認
し
な
が
ら
筆
者
に
迫
っ
て
み
た
い
。 

　
第
一
項
　
西
本
願
寺
本
の
伝
領
と
覚
如
上
人
 

真
宗
教
団
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
典
籍
や
記
録
の
中
で
、
西
本
願
寺
本
と
思
し
き
書
の
存
在
は
度
々
取
り
沙
汰
さ
れ
る
が
、
こ
の
書

と
共
に
常
に
登
場
す
る
人
物
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
願
寺
教
団
の
礎
を
築
い
た
第
三
代
宗
主
覚
如
上
人
（
一
二
七
〇
〜
一
三
五
一
）
で

あ
る
。
例
え
ば
、
本
派
本
願
寺
に
蔵
さ
れ
る
親
鸞
聖
人
の
唯
一
の
寿
像
と
目
さ
れ
る
「
鏡
御
影
」
の
巻
留
識
語
に
は
、
覚
如
上
人
が
北

陸
の
門
弟
に
『
教
行
信
証
』
を
伝
授
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る

（
27
）
。
す
な
わ
ち
、 

専
阿
弥
陀
仏
信
実
朝
臣
息
也
号
袴
殿
奉
拝
聖
人
御
存
生
之
尊
像
、
泣
奉
図
畫
之
、
末
代
無
双
重
宝
、
仰
可
帰
敬
之
、
毛
端
不
奉
違

云
々
、
所
得
其
証
也
 

延
慶
三
歳
庚
戌
十
一
月
廿
八
日
以
前
、
奉
修
補
遂
供
養
訖
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
長
元
歳
辛
亥
五
月
九
日
、
於
越
州
教
行
証
講
談
之
次
、
記
之
了
 

こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
鏡
御
影
」
が
日
野
信
綱
の
息
男
、
専
阿
弥
陀
仏
の
筆
で
あ
る
こ
と
や
、
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
五
月
に
こ
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の
鏡
御
影
を
奉
じ
て
越
前
に
赴
き
『
教
行
信
証
』
を
講
談
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
覚
如
上
人
の
息
男
で
あ
る
存
覚
上
人
（
一

二
九
〇
〜
一
三
七
三
）
自
身
の
生
涯
や
事
績
が
記
さ
れ
た
『
常
楽
台
主
老
衲
一
期
記
』（『
存
覚
一
期
記
』）
に
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ

れ
て
あ
る

（
28
）
。 

廿
二
歳
｛
応
長
元
｝、
五
月
之
比
、
大
上
御
下
向
越
前
国
、
則
奉
扈
従
畢
、
廿
余
日
御
居
住
大
町
如
道
許
、
奉
伝
受
教
行
証
之
間
、

依
御
与
奪
、
予
大
略
授
之
畢
 

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
応
長
元
年
五
月
の
頃
、
覚
如
上
人
四
二
歳
の
時
に
長
子
存
覚
上
人
と
共
に
越
前
の
如
道
の
許
に
二
十
日
ほ
ど
滞

在
し
、
父
よ
り
『
教
行
信
証
』
の
指
授
の
権
を
与
え
ら
れ
た
存
覚
上
人
が
如
道
に
『
教
行
信
証
』
を
講
談
（
授
与
）
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
る
。
こ
の
記
述
は
、
先
の
「
鏡
御
影
」
の
識
語
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
こ
の
様
子
は
蓮
誓
（
蓮
如
上
人
の
四
男
）
の
第
九
子
に
あ
た
る
顕
誓
（
一
四
九
九
〜
一
五
七
〇
）
の
『
反
故
裏
書

（
29
）
』
に
も

「
円
善
の
弟
子
越
前
国
大
町
の
如
道
と
い
う
者
あ
り
、
田
島
の
興
宗
寺
行
如
、
和
田
の
信
性
、
あ
ひ
と
も
に
覚
如
上
人
御
在
国
の
中
御

勧
化
を
受
け
ら
れ
し
法
徒
な
り
」
と
あ
り
、
如
道
が
覚
如
上
人
よ
り
伝
授
を
受
け
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

因
み
に
、
第
八
代
宗
主
蓮
如
上
人
（
一
四
一
五
〜
一
四
九
九
）
の
時
代
に
も
、
腹
籠
も
り
の
聖
教
と
し
て
『
教
行
信
証
』
の
逸
話
が

伝
わ
り

（
30
）
、
上
人
の
手
許
に
あ
っ
た
書
が
本
願
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
書
が
西
本
願
寺
本
で
あ
る
こ
と
は
、
先
述
の
本
願
寺
調
査
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
蓮
如
上
人
の
当
時
、
現
在
の
装
丁
に
改
装
さ
れ
る
以
前
に
、
蓮
如
上
人
の
筆
に
な
る
外
題
を

も
つ
紺
色
の
紙
表
紙
が
装
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
表
紙
見
返
し
な
ど
の
痕
跡
か
ら
判
明
し
て
い
る
。
改
装
に
際
し
、
そ
の
表
紙
を
題
簽

と
し
て
再
利
用
し
た
も
の
が
現
在
の
表
紙
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
西
本
願
寺
本
は
蓮
如
上
人
の
在
世
当
時
か
ら
、
上
人
自
ら
表
紙

に
外
題
を
し
た
た
め
る
ほ
ど
特
別
の
書
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
こ
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
覚
如
上
人
が
如
道
の
講
談
に
使
用
さ
れ
た
相
伝
の
書
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
と
、
更
に
蓮
如
上
人
の
手

許
に
お
か
れ
て
い
た
特
別
の
書
が
あ
っ
た
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
の
書
が
西
本
願
寺
本
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
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書
は
古
く
か
ら
本
願
寺
に
伝
領
さ
れ
て
き
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

覚
如
上
人
は
、
乾
元
元
年
（
一
三
〇
二
）
に
父
覚
恵
（
〜
一
三
〇
七
）
よ
り
留
守
識
を
譲
ら
れ
て
か
ら
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
に

留
守
識
に
就
任
す
る
ま
で
、
数
年
間
の
空
白
が
あ
る
が
、
延
慶
三
年
に
留
守
識
に
就
任
し
た
直
後
に
は
、
先
の
通
り
越
前
の
如
道
に
伝

授
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
記
録
か
ら
考
え
る
と
、
覚
如
上
人
の
代
か
ら
す
で
に
『
教
行
信
証
』
を
伝
え
る
と
い
う
行
為
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
覚
如
は
こ
の
書
を
「
相
伝
の
書
」
と
し
て
認
知
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
西
本
願
寺
本

の
奥
書
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
文
永
十
二
年
の
頃
は
、
覚
如
が
未
だ
幼
少
期
（
五
歳
）
の
た
め
、
覚
如
自
身
の
手
に
よ
る
制
作
と
す
る
に

は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
西
本
願
寺
本
の
筆
者
が
覚
如
上
人
で
は
な
い
こ
と
は
、
覚
如
上
人
の
筆
蹟
に
関
す
る
比
較
研
究
の
上
か
ら
も

比
定
で
き
よ
う

（
31
）
。
よ
っ
て
、
覚
如
が
如
道
に
講
談
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
書
の
制
作
は
、
文
永
十
二
年
以
前
に
制
作
す
る
こ
と
が
可

能
な
人
物
と
な
る
。 

　
第
二
項
　
東
国
成
立
説
と
如
信
上
人
 

そ
こ
で
、
次
な
る
可
能
性
と
な
る
の
が
、
第
一
章
第
一
節
で
指
摘
さ
れ
た
条
件
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
西
本
願
寺
本
の

成
立
は
親
鸞
聖
人
に
か
な
り
近
い
存
在
で
、
東
国
に
在
住
の
人
物
に
よ
る
制
作
で
あ
ろ
う
と
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
東
国
成
立

説
の
根
拠
は
、
坂
東
本
の
化
巻
奥
書
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
坂
東
本
が
京
都
在
住
だ
っ
た
蓮
位
よ
り
性
信
に
相
伝
さ
れ
た
こ
と
に
あ

る
と
す
る
。
性
信
と
い
え
ば
、
横
曽
根
門
徒
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
親
鸞
聖
人
面
授
の
高
弟
で
あ
る
。
坂
東
本
の
相
伝
は
、
性
信
の
示

寂
が
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
坂
東
本
は
そ
れ
以
前
に
蓮
位
か
ら
相
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ

て
東
国
の
性
信
の
手
に
あ
っ
た
坂
東
本
を
臨
写
で
き
且
つ
宗
祖
に
近
い
人
物
は
、
そ
う
多
く
は
い
な
い
。
ま
た
、
宗
祖
の
十
三
回
忌
を

機
縁
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
な
る
と（

32
）
、
そ
の
発
願
の
時
期
は
、
例
え
ば
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
に
宗
祖
の
遺
骨
を
吉
水
の
北
に
移

し
、
大
谷
廟
堂
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
大
き
な
関
心
事
が
想
起
さ
れ
る
。 
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こ
う
し
て
み
る
と
、
初
期
真
宗
教
団
を
確
た
る
も
の
に
す
る
た
め
の
法
義
相
伝
に
つ
い
て
真
摯
に
向
き
あ
っ
た
人
物
、
こ
れ
ら
の
条

件
に
適
う
人
物
と
は
あ
る
程
度
絞
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
33
）
。
そ
の
有
力
な
人
物
と
は
、
如
信
上
人
（
一
二
三
五
〜
一
三
〇
〇
）
の

存
在
で
あ
る

（
34
）
。
如
信
と
い
え
ば
、
本
願
寺
第
二
代
宗
主
に
し
て
慈
信
房
を
父
に
も
ち
、
祖
父
に
あ
た
る
親
鸞
聖
人
の
も
と
で
法
義
を
受

け
（
35
）
、
後
に
は
東
国
を
遊
化
し
奥
州
の
大
網
を
教
化
の
拠
点
と
し
て
大
網
門
徒
を
形
成
し
た
人
物
で
あ
る

（
36
）
。
こ
れ
ま
で
の
条
件
に
適
う
最

も
有
力
な
存
在
で
あ
る
。
た
だ
、
筆
蹟
の
上
か
ら
そ
れ
を
比
定
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。
如
信
自
筆
の
史
料
は
、
本
派
本
願
寺
に

蔵
さ
れ
る
「
ひ
わ
女
預
状
」（
建
治
三
年
十
一
月
一
日
付
）
が
現
存
す
る
の
み
で
、
聖
教
や
典
籍
で
は
な
く
変
体
仮
名
に
よ
っ
て
し
た

た
め
ら
れ
た
書
状
で
あ
り
、
筆
蹟
の
比
較
検
討
に
適
さ
な
い
。 

　
第
三
項
　
筆
者
（
制
作
者
）
に
関
す
る
状
況
的
根
拠
 

そ
こ
で
、
筆
蹟
鑑
定
に
代
わ
る
方
法
論
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
条
件
や
諸
記
録
か
ら
の
状
況
的
根
拠
で
あ
る
。

先
ず
、
諸
記
録
か
ら
の
根
拠
を
求
め
た
い
。
覚
如
上
人
の
次
子
で
あ
る
従
覚
（
一
二
九
五
〜
一
三
六
〇
）
が
編
纂
し
た
『
慕
帰
絵
』
巻

三
に
は
、
覚
如
が
十
八
歳
の
時
、
大
網
の
如
信
上
人
か
ら
真
宗
の
要
義
を
相
伝
さ
れ
た
こ
と
を
、 

弘
安
十
年
春
秋
十
八
と
い
ふ
十
一
月
な
か
の
九
日
の
夜
、
東
山
の
如
信
上
人
と
申
し
賢
哲
に
あ
ひ
て
釈
迦
・
弥
陀
の
教
行
を
面
受

し
、
他
力
摂
生
の
信
証
を
口
伝
す

（
37
）
。 

と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
覚
如
上
人
は
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
の
十
一
月
に
如
信
上
人
か
ら
他
力
法
門
の
相
伝
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
時
に
「
釈
迦
・
弥
陀
の
教
行
を
面
受
し
、
他
力
摂
生
の
信
証
を
口
伝
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
子
は
、
先
の
『
反
故

裏
書
』
に
も
同
様
の
内
容
が
記
さ
れ
て
あ
る（

38
）
。
こ
の
よ
う
な
詞
書
か
ら
、
如
信
上
人
か
ら
覚
如
上
人
へ
伝
授
さ
れ
た
の
が
『
教
行
信

証
』
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
こ
か
ら
窺
え
る
如
信
像
は
、
将
来
を
担
う
で
あ
ろ
う
覚
如
に
、
宗
祖
の
口
訣
法
義
を
相
違
な
く
伝
授
し
よ
う
と
す
る
「
相
伝
者
」
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と
し
て
の
姿
で
あ
る
。『
最
須
敬
重
絵
詞
指
図
書
』
に
よ
れ
ば
、
如
信
は
同
時
に
留
守
識
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
覚
恵
に
も
宗
要
を
授

け
た
よ
う
で
あ
る

（
39
）
。
従
兄
弟
と
は
い
え
、
廟
堂
の
管
理
者
（
留
守
識
）
で
あ
る
覚
恵
に
宗
要
を
授
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
如
信
が

宗
祖
か
ら
面
授
さ
れ
た
直
弟
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
門
流
の
関
係
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
愛
知
県
妙
源
寺
蔵
『
親
鸞
聖
人
門

侶
交
名
牒
』
に
は
左
欄
の
図
示
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

（
40
）
。
そ
こ
に
は
、
如
信
を
師
と
し
覚
恵
・
覚
如
を
同
列
の
門
下
と
す
る
師
弟
の

関
係
が
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
覚
如
へ
の
法
義
の
伝
授
は
、
覚
恵
か
ら
で
は
な
く
如
信
か
ら
行
わ
れ
た
と
す
る
見
方
を
妥

当
と
す
る

（
41
）
。
な
お
、
覚
如
の
留
守
識
の
継
職
は
、
如
信
示
寂
（
正
安
二
年
一
三
〇
〇
）
の
二
年
後
に
あ
た
る
乾
元
元
年
（
一
三
〇
二
）

に
覚
恵
か
ら
覚
如
へ
譲
ら
れ
て
お
り
、
本
派
本
願
寺
に
伝
わ
る
覚
如
の
自
筆
に
な
る
「
本
願
寺
留
守
識
相
伝
系
図

（
42
）
」
に
は
「
尼
覚
信
│

僧
宗
恵
│
僧
宗
昭
」
と
留
守
識
の
相
伝
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
覚
如
は
更
に
、
自
ら
に
続
く
後
継
者
に
つ
い
て
も
指
示
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
み
て
、
本
願
寺
に
お
け
る
「
法
義
の
相
伝
」
と
「
留
守
識
の
継
職
」
と
は
、
こ
の
当
時
必
ず
し
も
同
一
人

物
が
受
け
継
ぐ
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
（
法
義
・
留
守
識
の
双

輪
）
の
相
伝
は
、
覚
如
自
身
の
代
と
な
り
は
じ
め
て
同
じ
人
物
に
よ
る
継
承
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
因
み
に
、
後
に
覚
如
が
越
前
の
如
道
に
行
っ
た
よ
う
な
師
弟
関
係
を
結
ぶ
伝
授
の
作
法

は
、
覚
如
自
ら
が
体
験
し
た
如
信
か
ら
の
相
伝
に
倣
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う

（
43
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
相
伝
者
と
し
て
の
如
信
の
姿
に
、
当
時
十
八
歳
で
あ
っ
た
覚
如
は
敬
慕
の
思

い
を
募
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
行
実
の
記
録
だ
け
で
な
く
、
覚
如
上
人
自
身

の
撰
述
の
上
か
ら
も
重
要
な
根
拠
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
口
伝
鈔
』
の
奥
書
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
る

（
44
）
。 

元
弘
第
一
之
暦
未辛

仲
冬
下
旬
之
候
、
相
當
　
祖
師
聖
人
親　本
│　願鸞
　　寺

報
恩
謝
徳
之
七
日
七
夜

勤
行
中
、
談
話
先
師
上
人
釋
如
信

面
授
口
決
之
專
心
・
專
修
・
別
發
願
之
次
、
所
奉
傳
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奥
州
大
網
住
 

如
信
│
│
│┤│
覺
惠
 

　
　
　
　
　─
 

　
親
鸞
聖
人
　─
乘
善
 

　
　
　
　
　─
 

　
眞
弟
卿
公
　─
入
善
 

　
　
　
　
　─
 

　
子
息
也
　
　─
明
教
 

　
　
　
　
　─
 

　
　
　
　
　─
性
信
 

　
　
　
　
　─
 

　
　
　
　
　┌
│

覺
如
 

　
　
　
　
　
　
自
餘
門
弟
略
也



持
之
　
祖
師
聖
人
之
御
己
證
、
所
奉
相
承
之
他
力
眞
宗
之
肝
要
、
以
予
口
筆
令
記
之
。
是
往
生
淨
土
之
券
契
、
濁
世
末
代
之
目
足

也
。（
元
弘
第
一
の
暦
辛
未

仲
冬
下
旬
の
候
、
祖
師
聖
人
本
願
寺
親
鸞

報
恩
謝
徳
の
七
日
七
夜
の
勤
行
中
に
あ
ひ
当
り
て
、
先
師

上
人
釈
如
信

面
授
口
決
の
専
心
・
専
修
・
別
発
の
願
を
談
話
す
る
の
つ
い
で
に
、
伝
持
し
た
て
ま
つ
る
と
こ
ろ
の
祖
師
聖
人
の

御
己
証
、
相
承
し
た
て
ま
つ
る
と
こ
ろ
の
他
力
真
宗
の
肝
要
、
予
が
口
筆
を
も
つ
て
こ
れ
を
記
さ
し
む
。
こ
れ
往
生
浄
土
の
券

契
、
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
） 

覚
如
が
三
代
伝
持
を
主
張
し
、
如
信
を
本
願
寺
第
二
代
宗
主
と
位
置
づ
け
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
如
信
に
対
す
る
覚
如
自
身

の
強
い
意
識
が
滲
み
出
て
い
る
。
覚
如
上
人
と
如
信
上
人
と
の
間
柄
は
、
覚
如
自
身
の
著
作
の
み
だ
け
で
な
く

（
45
）
、
先
述
の
『
慕
帰
絵
』

を
は
じ
め
『
最
須
敬
重
絵
詞

（
46
）
』
や
存
覚
上
人
の
『
常
楽
台
主
老
衲
一
期
記
』、
さ
ら
に
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒

（
47
）
』
な
ど
、
多
く
の
聖

教
や
典
籍
で
そ
の
親
密
な
態
度
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

（
48
）
。
そ
の
関
係
は
、
更
に
如
信
の
示
寂
（
正
安
二
年
一
三
〇
〇
）
後
に
も
及
ん

で
い
る
。
大
谷
大
学
蔵
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』（
延
書
）
の
恵
空
写
伝
本
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る

（
49
）
。 

本
云
 

　
暦
応
三
歳
〈
庚
辰
〉
四
月
廿
三
日
本
願
寺
聖
人
以
被
染
御
筆
真
名
正
本
依
願
主
所
望
難
避
以
和
字
所
延
写
也
、
他
見
在
憚
而
已
 

一
本
ニ
 

　
正
嘉
元
年
六
月
四
日
書
写
之
本
奥
鸞
聖
人
以
朱
被
染
御
筆
〈
云
云
〉 

　
　
　
　
愚
禿
親
鸞
〈
八
十
三
才
〉
点
之
 

　
　
康
永
第
三
歳
〈
甲
申
〉
三
月
十
一
日
〈
巳
刻
〉
以
漢
字
本
和
之
訖
 

又
一
本
ニ
 

　
以
彼
御
点
本
校
此
本
所
々
以
墨
註
了
宗
昭
〈
三
十
九
歳
〉
於
奥
州
大
網
御
坊
校
之
 

　
　
嘉
元
二
歳
〈
甲
辰
〉
南
呂
下
旬
第
九
日
奉
書
写
訖
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正
嘉
二
歳
〈
癸
酉
〉
二
月
十
七
日
御
談
議
中
於
御
前
書
写
訖
 

　
　
　
　
隠
倫
乗
専
在
判
 

　
　
　
　
　
　
諱
恵
洞
之
 

右
　
元
祿
二
〈
己
巳
〉
年
四
月
廿
八
日
写
此
本
畢
（
返
り
点
・
送
り
仮
名
省
略
） 

こ
の
よ
う
に
、
如
信
が
示
寂
し
て
八
年
後
と
な
る
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
に
至
っ
て
も
、
三
九
歳
の
覚
如
は
大
網
へ
赴
い
て
、
宗

祖
八
三
歳
の
時
に
ご
自
身
が
加
点
さ
れ
た
と
い
う
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
を
披
見
し
校
合
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
師
資
相
承
の
門
流
が

き
め
細
か
に
巡
ら
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

　
第
四
項
『
教
行
信
証
』
の
口
訣
と
伝
領
 

で
は
、
覚
如
は
何
故
こ
こ
ま
で
如
信
を
仰
ぎ
慕
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
宗
要
を
直
接
授
け
ら
れ
た
師
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
が
、
授
け
ら
れ
た
の
は
「
面
授
口
決
の
専
心
・
専
修
・
別
発
の
願
を
談
話
」
と
い
う
面
授
口
訣
に
よ
る
相
伝
だ
け
で
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る（

50
）
。
す
な
わ
ち
、
覚
如
へ
の
相
伝
は
、
こ
の
西
本
願
寺
本
そ
の
も
の
の
伝
領
を
含
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
証
左
と
し
て
先
の
『
慕
帰
絵
』
巻
三
を
窺
う
と
、
詞
書
の
後
に
伝
授
の
様
子
を
表
す
絵
図
が
続
い
て
お
り
、
そ
こ
に
は
如
信

か
ら
教
示
を
う
け
る
覚
如
の
姿
が
描
か
れ
て
あ
る
。
そ
し
て
如
信
の
右
脇
に
視
線
を
移
す
と
、
そ
こ
に
は
「
相
伝
の
書
」
な
る
書
籍
の

絵
図
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
51
）
。
こ
の
『
慕
帰
絵
』
は
、
覚
如
の
伝
記
を
描
い
た
絵
巻
物
で
あ
り
当
時
の
流
行
の
書
で
あ
る
。
そ
の

制
作
に
は
従
覚
が
詞
書
を
担
当
し
、
絵
図
は
当
時
の
画
匠
に
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
制
作
は
側
近
の
乗
専

（
一
二
九
五
〜
）
の
発
起
に
よ
る
こ
と
が
第
一
〇
巻
（
第
一
段
）
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
、
更
に
長
男
の
存
覚
上
人
も
関
与
し
て
い
る

と
さ
れ
る

（
52
）
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
三
名
を
中
心
と
し
た
共
同
制
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
覚
如
の
存
命
中
に
聞
き
及
ん
だ
情
報
量
は
十
分
に

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
同
様
に
指
図
し
た
描
写
に
も
信
憑
性
が
あ
る
と
い
え
る
。『
慕
帰
絵
』
は
、「
絵
詞
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
詞
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書
」
と
「
絵
図
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
詞
書
だ
け
で
は
な
く
絵
図
の
内
容
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
詞

書
に
は
な
い
事
柄
が
二
次
元
的
な
世
界
で
表
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
詞
書
に
は
記
さ
れ
な
い
「
相
伝
の

書
」
は
、
そ
の
描
写
が
物
語
る
よ
う
に
、
如
信
は
西
本
願
寺
本
を
読
み
解
き
、
覚
如
に
そ
の
書
を
授
け
た
と
み
る
方
が
自
然
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
機
に
覚
如
は
翌
年
の
正
応
元
年
の
冬
、
常
陸
国
河
和
田
か
ら
上
洛
し
た
唯
円
に
真
宗
の
教
義
を
学
ん
で
い
る
。
覚
如
は

『
教
行
信
証
』
の
口
訣
と
共
に
、
相
伝
の
書
で
あ
る
西
本
願
寺
本
と
そ
の
制
作
意
図
と
い
う
如
信
の
思
い
を
、
伝
領
と
い
う
か
た
ち
で

受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
覚
如
が
如
信
を
思
慕
し
続
け
、
三
代
伝
持
を
主
張
し
た
大
き
な
要
因
と
な
る
一
端
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
よ
う
。 結

　
　
論
 

西
本
願
寺
本
の
成
立
と
さ
れ
る
文
永
十
二
年
は
如
信
四
一
歳
に
あ
た
り
、
こ
の
頃
に
起
き
た
事
象
を
確
認
し
て
お
く
と
、
前
年
に
宗

祖
の
十
三
回
忌
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
二
年
前
（
文
永
十
年
一
二
七
三
）
に
は
宗
祖
の
生
誕
百
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
四

年
後
の
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
に
は
、
祖
母
の
覚
信
尼
（
一
二
二
四
〜
一
二
八
三
）
が
大
谷
の
敷
地
を
宗
祖
の
墓
所
と
し
て
寄
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
九
年
後
の
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
に
は
、
覚
信
尼
が
覚
如
の
父
で
あ
る
覚
恵
に
留
守
識
を
譲
っ
て
い
る
。
そ
し
て

先
の
通
り
、
翌
年
の
弘
安
十
年
に
、
如
信
は
大
谷
の
地
で
覚
恵
と
覚
如
に
宗
要
を
授
け
て
い
る
。 

大
谷
の
地
が
廟
堂
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
、
留
守
識
が
矢
継
ぎ
早
に
継
承
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
如
信
に
と
っ
て
、
早
期

よ
り
宗
祖
の
法
義
を
確
実
に
相
伝
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
思
い
は
、
愈
々
高
ぶ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
大
谷

廟
堂
建
立
を
機
に
、
如
信
は
相
伝
の
た
め
の
最
善
の
方
法
を
発
意
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
西
本
願
寺
本
の
制
作
で
あ
っ
た
。
如
信
は

更
に
、
そ
の
制
作
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
坂
東
本
の
所
在
が
東
国
に
移
っ
た
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
図
ら
ず
も
如
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信
は
東
国
在
住
で
あ
り
、
ま
た
東
国
の
門
弟
と
も
相
識
の
仲
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
祖
か
ら
直
接
法
義
を
受
け
て
い
た
唯
一
の
血
縁
者
で

あ
る
。
西
本
願
寺
本
の
制
作
を
発
願
し
た
人
物
と
い
う
観
点
に
立
脚
し
た
場
合
、
面
授
口
訣
の
教
え
を
相
伝
す
る
た
め
に
、
血
縁
者
た

る
如
信
自
身
が
坂
東
本
を
所
持
し
て
い
た
性
信
に
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
は
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
如
信
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
父
慈
信
房
を
は
じ
め
、
自
身
の
叔
母
に
あ
た
る
覚
信
尼
や
叔
父
の
益
方
、
従
兄
弟
の
覚
惠
、
ま
た
宗
祖
の
弟
尋
有
な
ど
、
宗
祖

に
近
い
血
統
が
依
然
と
し
て
存
命
の
時
代
で
あ
る
。
相
伝
の
書
の
制
作
は
、
そ
の
よ
う
な
一
統
の
支
援
と
、
性
信
を
は
じ
め
と
す
る
東

国
の
門
弟
の
協
力
を
得
て
完
成
さ
れ
た
結
晶
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
、
西
本
願
寺
本
の
書
式
の
伝
承
状
況
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
こ
の
書
が
稀
本
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
西
本
願
寺
本
と
は
、
師
資
相
承
と
い
う
「
相
伝
」
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ
た
「
読
み
伝
え
る
」
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
相
伝
を
目
的
と
し
て
制
作
し
た
人
物
ま
で
も
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
諸
々
の
事
象
や
行
実
か
ら
の
状
況
的
な
根
拠
、
ま
た
蓮
如
が
所
持
し
た
と
い
う
本
願
寺
伝
領
の
書
で
あ

る
と
い
う
実
証
的
根
拠
、
さ
ら
に
覚
如
が
如
信
を
篤
く
敬
慕
し
た
理
由
的
根
拠
よ
り
、
如
信
上
人
こ
そ
が
親
鸞
聖
人
の
法
義
を
継
承
す

べ
く
、
更
な
る
相
承
の
志
を
篤
く
し
、
西
本
願
寺
本
を
制
作
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。 

覚
如
上
人
の
主
張
し
た
三
代
伝
持
の
血
脈
は
、
如
信
上
人
か
ら
覚
如
上
人
へ
、
西
本
願
寺
本
の
伝
領
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
血
脈
で

あ
っ
た
と
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に
 

如
信
上
人
を
は
じ
め
、
覚
如
上
人
や
蓮
如
上
人
な
ど
歴
代
が
、「
伝
え
る
側
」
と
し
て
の
責
務
と
し
て
、
伝
え
守
っ
て
来
た
「
相
伝

の
た
め
の
書
」
で
あ
っ
た
西
本
願
寺
本
を
、
こ
の
書
式
が
伝
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
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る
。
坂
東
本
を
唯
一
の
真
筆
と
し
た
上
で
、
西
本
願
寺
本
は
如
道
や
性
乗
等
、
門
弟
に
正
し
く
伝
え
る
た
め
の
、
正
に
「
相
伝
の
書
」

と
し
て
制
作
（
編
纂
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
現
代
の
聖
典
編
纂
で
は
、
読
者
に
拝
読
の
便
を
考
慮
し
て
「
テ
キ
ス
ト
性
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
重
視
す

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
史
料
性
」
と
対
局
に
あ
る
考
え
方
で
あ
る
。「
史
料
性
」
と
は
、
原
典
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
を

忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
で
、
漢
文
な
ら
漢
文
の
ま
ま
、
返
り
点
が
古
式
の
も
の
で
あ
れ
ば
そ
の
通
り
に
、
送
り
仮
名
が
カ
タ
カ
ナ
で
あ

っ
た
り
、
或
い
は
省
略
も
し
く
は
誤
記
さ
れ
て
い
て
も
そ
の
ま
ま
表
現
（
翻
刻
）
す
る
こ
と
が
重
ん
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
テ
キ
ス

ト
性
」
を
考
え
た
場
合
、
漢
文
で
あ
っ
て
も
地
の
文
と
引
文
と
の
区
別
を
括
弧
な
ど
の
約
物
で
区
別
し
、
訓
点
の
省
略
や
誤
記
は
補
い

正
し
、
拝
読
が
確
実
に
出
来
る
よ
う
に
改
め
、
さ
ら
に
は
適
宜
改
行
が
入
り
、
長
行
や
偈
頌
な
ど
で
そ
の
違
い
を
表
現
し
た
り
す
る
。

こ
の
「
テ
キ
ス
ト
性
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
ひ
と
え
に
拝
読
の
た
め
の
便
宜
で
あ
る
。 

西
本
願
寺
本
も
ま
た
、
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
に
『
教
行
信
証
』
を
確
実
に
相
伝
す
る
た
め
の
「
読
み
手
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
編
纂
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
完
） 

 
【
註
】 

（
１
）
重
見
一
行
氏
『
教
行
信
証
の
研
究
』（
昭
和
五
六
年
発
行
　
法
蔵
館
）、
冨
島
信
海
氏
「『
教
行
信
証
』
テ
ク
ス
ト
論
―
そ
の
生
成
と
展
開
―
」（
平
成
二

八
年
　
学
位
（
博
士
）
請
求
論
文
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

（
２
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
主
催
の
「『
教
行
信
証
』
の
こ
こ
ろ
を
ひ
ら
く
―
鎌
倉
三
本
を
ひ
も
と
く
」（
二
〇
一
七
年
三
月
十
五
日
　
龍
谷
大
学

響
都
ホ
ー
ル
に
て
開
催
） 

（
３
）
辻
善
之
助
氏
『
親
鸞
聖
人
真
跡
之
研
究
』（
大
正
九
年
　
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
）
二
四
頁
 

（
４
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
一
一
一
頁
。 

（
５
）
西
本
願
寺
本
の
系
統
と
い
わ
れ
る
福
井
県
浄
得
寺
蔵
『
教
行
信
証
』
室
町
時
代
末
書
写
本
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
弘
長
二
歳
壬
戌
十
一
月
廿
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八
日
牛
（
マ
マ
）
剋
親
鸞
聖
人
御
入
滅
也
御
歳
九
十
歳
同
廿
九
日
戌
時
東
山
御
葬
送
同
卅
日
御
舎
利
蔵
　
仏
滅
後
﹇
二
千
二
百
三
十
五
歳
入
／
末
法
後

七
百
三
十
五
歳
﹈
当
文
永
十
二
﹇
乙
／
亥
﹈
也
依
賢
劫
経
仁
王
経
涅
槃
経
等
説
言
」
と
あ
り
、
こ
の
前
半
部
分
と
西
本
願
寺
本
の
奥
書
が
一
致
す
る
。

よ
っ
て
、
そ
の
切
り
取
ら
れ
た
先
に
は
、
浄
得
寺
本
の
奥
書
と
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
、
そ
こ
に
は
「
文
永
十
二
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
学
界
で
は
西
本
願
寺
本
の
成
立
が
文
永
十
二
年
で
あ
っ
た
と
み
る
説
が
定
説
と
な
っ
て
き
て
い
る
。 

（
６
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
一
三
七
頁
。 

（
７
）『
龍
谷
教
学
』
第
四
八
号
（
平
成
二
五
年
　
龍
谷
教
学
会
議
）
一
五
三
頁
。 

（
８
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
九
四
頁
。
同
右
。『
龍
谷
教
学
』
第
四
八
号
　
一
六
六
頁
。 

（
９
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
一
〇
六
、
一
一
〇
頁
。 

（
10
）
京
都
松
鶴
堂
が
二
〇
一
一
年
に
行
っ
た
西
本
願
寺
本
の
応
急
修
理
の
報
告
書
に
よ
る
と
、「
本
応
急
修
理
に
際
し
解
装
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
本
綴
じ

は
３
箇
所
、
中
綴
じ
は
２
箇
所
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
修
理
前
の
綴
じ
穴
通
り
に
新
し
い
穴
は
開
け
ず
に
再
綴
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
他
の
綴
じ
穴
を

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
三
ッ
穴
綴
じ
の
痕
跡
だ
け
で
も
確
認
で
き
る
だ
け
で
３
種
類
、
そ
れ
と
は
別
に
四
ッ
穴
綴
じ
の
痕
、
補
助
的
な
穴
な
ど
少
な
く
と

も
こ
れ
ま
で
五
回
の
綴
じ
直
し
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
各
帖
と
も
規
則
性
は
あ
る
も
の
の
異
な
る
点
も
あ
る
。」
と
さ

れ
る
。 

（
11
）
同
右
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
「
本
冊
子
は
特
に
喉
側
を
裁
ち
揃
え
た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
最
も
古
い
３
ッ
穴
綴
じ
の
綴
じ
穴
も
裁
た
れ
て
い
る
痕
跡
も
多

く
、
ま
た
背
裂
を
外
す
と
背
側
か
ら
そ
の
箇
所
が
確
認
で
き
る
冊
子
も
あ
る
。
冊
子
の
多
く
は
綴
じ
し
ろ
の
箇
所
に
丁
付
け
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
本
冊
子
に
お
い
て
は
丁
付
け
の
大
部
分
が
裁
た
れ
て
失
わ
れ
て
お
り
、
第
３
冊
目
の
信
巻
の
一
部
に
の
み
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
さ
れ
る
。 

（
12
）
冨
島
信
海
氏
「
西
本
願
寺
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
註
記
の
特
徴
に
つ
い
て
―
坂
東
本
と
の
比
較
か
ら
」（
平
成
二
五
年
　
印
度
学
佛
教
學
研
究
六
四
　

■

│
一
） 

（
13
）
同
右
。
冨
島
氏
論
文
。 

（
14
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
八
五
頁
。 

（
15
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
一
〇
〇
頁
。「
真
宗
に
お
け
る
聖
教
の
伝
授
」
宮
崎
圓
遵
氏
（
龍
谷
大
学
論
集
四
〇
〇
・
四
〇
一
合
併
号
）。 

（
16
）
完
全
に
八
冊
本
の
形
態
を
整
え
て
い
る
も
の
と
し
て
、
本
願
寺
本
の
系
統
と
髙
田
本
の
系
統
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
の
二
つ
が
あ
る
。
そ
の
な
か
、
髙
田

本
の
系
統
は
こ
れ
に
属
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
親
鸞
聖
人
が
往
生
さ
れ
て
か
ら
二
十
八
年
後
に
あ
た
る
正
応
四
（
一
二
九
一
）
年
に
、
版
本
（
版
木
に

起
こ
し
た
も
の
）
が
存
在
し
た
と
い
う
出
来
事
を
奥
書
に
記
し
た
書
写
本
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
髙
田
専
修
寺
に
蔵
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
三
重
県

浄土真宗総合研究 14

87



中
山
寺
に
蔵
さ
れ
る
室
町
時
代
の
書
写
本
が
そ
の
系
統
を
伝
承
し
て
い
る
。
奥
書
に
は
宗
祖
の
弟
子
で
あ
る
性
信
（
元
治
元
﹇
一
二
七
五
﹈
年
没
）
の

名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
坂
東
本
を
版
に
残
そ
う
と
し
た
の
で
は
と
の
説
も
あ
る
。 

（
17
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
三
九
八
頁
。
小
山
正
文
氏
『
続
・
親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』（
平
成
二
五
年
　
法
蔵
館
）
二
三
頁
。
冨
島
信
海
氏
「『
教
行
信

証
』
の
諸
形
態
―
延
書
本
を
中
心
に
」（
令
和
元
年
　
真
宗
研
究
六
三
） 

（
18
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
一
三
四
頁
。 

（
19
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
一
三
〇
頁
。 

（
20
）
灘
本
愛
慈
氏
「『
教
行
信
証
』
の
三
本
校
異
に
お
け
る
所
見
」（
昭
和
四
二
年
　
真
宗
研
究
一
二
）、
同
右
『
教
行
信
証
の
研
究
』、
武
田
晋
氏
「「
信
巻
」

の
構
造
に
つ
い
て
―
書
誌
学
的
視
点
と
本
願
成
就
文
受
容
形
態
を
中
心
と
し
て
」（
平
成
一
二
年
　
龍
谷
大
学
論
集
四
五
六
）、
同
氏
「「
行
巻
」
の
構
造

に
つ
い
て
―
書
誌
学
的
視
点
を
中
心
と
し
て
」（
平
成
一
七
年
　
真
宗
学
一
一
一
・
一
一
二
）、
同
氏
「「
真
仏
土
巻
」
の
構
造
に
つ
い
て
―
書
誌
学
的
視

点
と
報
佛
土
の
問
題
を
中
心
と
し
て
」（
平
成
二
〇
年
　
龍
谷
大
学
論
集
四
七
一
）、
同
氏
「「
化
身
土
巻
」（
本
）
の
構
造
に
つ
い
て
―
書
誌
学
的
座
視

を
中
心
と
し
て
」（
平
成
二
一
年
　
真
宗
学
一
一
九
・
一
二
〇
） 

（
21
）
同
右
。
冨
島
氏
「『
教
行
信
証
』
テ
ク
ス
ト
論
―
そ
の
生
成
と
展
開
―
」
で
も
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
十
七
字
詰
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。 

（
22
）『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
二
巻
（
平
成
二
三
年
　
本
願
寺
出
版
社
）。
六
〜
二
五
六
頁
。 

（
23
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
八
七
頁
。 

（
24
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
九
二
頁
、
同
右
　
冨
島
氏
「『
教
行
信
証
』
テ
ク
ス
ト
論
―
そ
の
生
成
と
展
開
―
」 

（
25
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
一
一
八
頁
。 

（
26
）
同
右
。『
教
行
信
証
の
研
究
』
一
三
一
頁
。 

（
27
）『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
四
巻
（
昭
和
六
三
年
　
同
朋
舍
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
）
二
頁
、『
増
補
　
本
願
寺
史
』（
平
成
二
二
年
　
本
願
寺
出
版
社
）
二
七
五

頁
。 

（
28
）『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
四
巻
（
平
成
二
八
年
　
本
願
寺
出
版
社
）
一
四
〇
九
頁
。 

（
29
）『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
五
巻
（
平
成
二
六
年
　
本
願
寺
出
版
社
）
一
二
五
九
頁
。 

（
30
）
同
右
。『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
四
巻
　
四
二
頁
。
福
井
県
坂
井
市
本
向
寺
に
伝
わ
る
本
光
坊
了
顕
の
伝
承
。 

（
31
）
同
右
。『
龍
谷
教
学
』
第
四
八
号
　
一
六
五
頁
。 

（
32
）
親
鸞
聖
人
が
『
教
行
信
証
』
を
執
筆
さ
れ
る
に
至
っ
た
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
は
法
然
聖
人
の
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
又
宗
祖
の
三
十
三
回
忌
に
は
、

88

『顕浄土真実教行証文類』西本願寺本の筆者に関する一考察



覚
如
上
人
が
『
報
恩
講
私
記
』
を
著
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
年
忌
が
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

（
33
）
覚
如
の
他
に
、
文
永
十
二
年
当
時
存
命
で
あ
り
、
西
本
願
寺
本
の
制
作
が
可
能
な
有
力
者
と
し
て
は
、
血
縁
者
で
は
①
如
信
、
②
善
鸞
、
③
覚
恵
、
④

唯
善
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
は
制
作
の
当
事
者
と
し
て
本
文
に
て
論
述
。
②
は
筆
蹟
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
鑑
定
判
断
は
出
来
な
い
が
、
宗
祖
か
ら
義

絶
を
受
け
て
お
り
当
時
の
門
弟
か
ら
坂
東
本
臨
写
の
信
任
を
得
ら
れ
て
い
た
か
甚
だ
懐
疑
的
で
あ
る
。
③
は
本
文
で
触
れ
る
が
、
如
信
と
同
世
代
で
制

作
者
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
覚
信
尼
か
ら
留
守
識
を
譲
り
受
け
た
翌
年
の
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
に
、
覚
如
と
共
に
如
信
か
ら
直
接
宗
要
を
授

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
相
伝
の
書
を
制
作
し
た
当
事
者
と
は
考
え
に
く
い
。
④
は
幼
少
の
頃
、
常
陸
の
唯
円
の
も
の
と
で
学
び
を
得
て
い

る
が
、
当
時
は
九
歳
と
ま
だ
幼
い
た
め
当
事
者
と
は
考
え
に
く
い
。
次
に
門
弟
で
は
、
①
性
信
、
②
蓮
位
、
③
明
性
、
④
性
海
、
⑤
顕
智
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。
①
②
③
は
坂
東
本
の
伝
領
者
で
あ
り
、
更
に
制
作
を
志
望
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
④
は
正
応
版
を
開
版
し
た
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
③
と
同
一

人
物
の
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
が
、
正
応
版
は
西
本
願
寺
本
の
本
文
や
書
式
も
異
な
る
た
め
制
作
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
⑤
は
筆
蹟
的
に
顕
智
の
筆
で

は
な
い
た
め
制
作
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

（
34
）
平
松
令
三
氏
「
蓮
如
の
聖
教
書
写
と
本
願
寺
の
伝
統
聖
教
」（
平
成
十
年
『
講
座
　
蓮
如
』
第
二
巻
）
七
五
頁
の
中
で
推
論
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
ま

た
、『
龍
谷
教
学
』
第
四
八
号
一
六
五
頁
に
は
、
西
本
願
寺
本
の
筆
者
に
つ
い
て
「
こ
れ
を
書
い
た
の
は
如
信
上
人
か
、
も
し
く
は
お
父
さ
ん
の
善
鸞
大

徳
と
か
、
そ
う
い
う
方
々
が
西
本
願
寺
本
の
筆
者
と
い
い
ま
す
か
、
書
写
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
今
は
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
そ
の

候
補
者
に
つ
い
て
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
更
に
絞
り
込
ん
で
筆
者
を
如
信
と
み
て
踏
み
込
ん
だ
論
究
の
展
開
を
試
み
る
。 

（
35
）
同
右
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
四
巻
　
二
四
五
頁
・
二
八
五
頁
に
は
、
宗
祖
が
如
信
に
向
け
て
口
訣
相
伝
し
た
内
容
が
記
さ
れ
る
。 

（
36
）『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
平
成
二
五
年
　
本
願
寺
出
版
社
）
五
二
九
頁
。 

（
37
）
同
右
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
四
巻
　
三
八
一
頁
。 

（
38
）
同
右
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
五
巻
　
一
二
一
三
頁
。 

（
39
）『
最
須
敬
重
絵
詞
指
図
書
』
に
よ
れ
ば
、「
如
信
上
人
御
対
面
ノ
所
　
冬
　
ス
ヒ
ツ
ニ
火
ヲ
コ
サ
ル
ヘ
シ
　
大
谷
ノ
御
房
ヲ
書
テ
　
如
信
上
人
﹇
六
十
ハ

カ
リ
﹈
大
上
﹇
ク
ヒ
タ
テ
衣
キ
ヌ
ノ
ス
ミ
ソ
メ
ノ
御
ケ
サ
﹈
十
八
歳
　
御
対
面
ア
リ
テ
法
門
御
聴
聞
ノ
儀
ナ
リ
　
覚
恵
上
人
モ
﹇（
ム
シ
ク
ヒ
）﹈
ア
ル

ヘ
シ
　
如
信
上
人
と
別
の
畳
ヲ
ナ
ラ
ヘ
テ
御
坐
ナ
リ
」
と
あ
り
、
如
信
は
覚
如
と
共
に
覚
恵
に
も
宗
要
を
授
け
る
姿
が
記
さ
れ
て
あ
る
。 

（
40
）『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
六
巻
（
平
成
三
一
年
　
本
願
寺
出
版
社
）
八
六
二
頁
。 

（
41
）
覚
恵
と
覚
如
は
、
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
に
東
国
に
赴
い
て
宗
祖
の
遺
跡
を
巡
り
、
如
信
に
も
面
会
を
果
た
し
て
い
る
（『
慕
帰
絵
』
第
四
段
三
八
三

頁
）。
そ
の
姿
は
、
覚
恵
と
覚
如
が
行
動
を
共
に
し
、
師
に
謁
見
し
よ
う
と
す
る
門
弟
の
姿
と
も
映
り
、
更
に
正
応
三
年
（
一
二
九
一
）
に
は
、
康
楽
寺

浄
喜
の
筆
に
な
る
如
信
の
寿
像
に
、
覚
如
自
ら
が
讃
銘
を
し
た
た
め
て
い
る
。
そ
の
姿
勢
よ
り
、
覚
如
に
と
っ
て
如
信
は
、
相
伝
を
受
け
た
師
と
仰
ぐ
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特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
42
）
同
右
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
六
巻
　
八
一
九
・
八
二
〇
頁
。 

（
43
）
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、「
覚
如
が
聖
教
の
伝
授
を
創
始
す
る
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
ろ
の
貴
族
社
会
の
中
で
、
そ
ろ
そ
ろ
形
を
造
り
か
け
い
て
い

た
古
今
伝
授
（
歌
道
伝
授
）
の
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。（
中
略
）
聖
教
伝
授
は
、
覚
如
の
長
子
存
覚
に
い
た
っ
て
形
を
整
え
て
く
る
」（「
蓮
如

の
聖
教
書
写
と
本
願
寺
の
伝
統
聖
教
」
七
七
頁
）
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（
44
）
同
右
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
四
巻
所
収
の
『
口
伝
鈔
』
二
八
五
頁
　
奥
書
。 

（
45
）
同
右
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
四
巻
　
三
二
七
頁
所
収
の
『
改
邪
鈔
』
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
右
此
抄
者
、
祖
師
本
願
寺
聖
人
親
鸞

、
面

授
口
決
于
先
師
大
網
如
信
法
師
之
正
旨
、
報
土
得
生
之
最
要
也
。
余
、
壯
年
之
往
日
、
忝
從
受
三
代
黒
谷
本
願
寺
大
網

傳
持
之
血
脈
以
降
、
鎭
所
蓄
二

尊
興
説
之
目
足
也
。（
右
こ
の
抄
は
、
祖
師
本
願
寺
聖
人
　
親
鸞
、
先
師
大
網
如
信
法
師
に
面
授
口
決
せ
る
の
正
旨
、
報
土
得
生
の
最
要
な
り
。
余
、
壮

年
の
往
日
、
か
た
じ
け
な
く
も
三
代
　
黒
谷
・
本
願
寺
・
大
網
　
伝
持
の
血
脈
を
従
ひ
受
け
て
以
降
、
と
こ
し
な
へ
に
蓄
ふ
る
と
こ
ろ
の
二
尊
興
説
の

目
足
な
り
。
遠
く
宿
生
の
値
遇
を
測
り
、
つ
ら
つ
ら
当
来
の
開
悟
を
憶
ふ
に
、
仏
恩
の
高
大
な
る
こ
と
あ
た
か
も
迷
盧
八
万
の
巓
に
超
え
、
師
徳
の
深

広
な
る
こ
と
ほ
と
ん
ど
蒼
溟
三
千
の
底
に
過
ぎ
た
り
）」 

（
46
）
本
派
本
願
寺
蔵
『
最
須
敬
重
絵
詞
指
図
書
』
に
よ
る
（『
大
系
真
宗
史
料
』
特
別
巻
（
平
成
二
八
年
　
本
願
寺
出
版
社
））
二
一
四
頁
中
段
「
第
四
巻
第

十
三
段
」
参
照
。 

（
47
）
同
右
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
六
巻
八
六
二
頁
所
収
の
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
参
照
。 

（
48
）
こ
の
他
、
如
信
と
覚
如
と
の
親
し
い
間
柄
に
つ
い
て
は
、
塚
本
一
真
氏
「「
三
代
伝
持
の
血
脈
」
概
観
」（『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
一
〇
号
　
平
成
二

八
年
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
　
所
収
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

（
49
）『
古
写
古
本
　
真
宗
聖
教
現
存
目
録
』（
昭
和
十
二
年
　
興
教
書
院
）
七
四
頁
。 

（
50
）『
慕
帰
絵
』
巻
三
の
詞
書
か
ら
は
、『
教
行
信
証
』
の
内
容
の
相
伝
は
窺
え
る
が
、
書
物
の
伝
領
の
記
述
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
平
松
令
三
氏
は

「
覚
如
が
如
信
に
出
会
っ
た
の
は
わ
ず
か
一
夜
だ
と
い
う
が
、
こ
の
と
き
如
信
が
親
鸞
自
筆
聖
教
（
西
本
願
寺
本
）
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
背
後

に
な
け
れ
ば
、
一
夜
の
面
会
だ
け
で
真
宗
教
義
の
伝
授
を
受
け
た
と
は
言
い
難
い
と
思
わ
れ
る
（
以
上
取
意
）」（「
蓮
如
の
聖
教
書
写
と
本
願
寺
の
伝
統

聖
教
」
七
五
頁
）
と
の
推
論
が
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
『
龍
谷
教
学
』
第
四
八
号
（
一
六
五
頁
）
に
も
、『
慕
帰
絵
』
の
本
文
を
引
用
し
た
上
で
、「
如

信
上
人
か
ら
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
今
あ
る
こ
の
西
本
願
寺
本
を
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
」
と
試
論
が
述
べ
ら

れ
る
。 

（
51
）『
慕
帰
絵
』
の
こ
の
場
面
は
、
前
出
の
『
最
須
敬
重
絵
詞
指
図
書
』
の
内
容
と
も
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
「
如
信
上
人
御
対
面
ノ
所
　
冬
　
ス
ヒ
ツ
ニ
火
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ヲ
コ
サ
ル
ヘ
シ
　
大
谷
ノ
御
房
ヲ
書
テ
　
如
信
上
人
﹇
六
十
ハ
カ
リ
﹈
大
上
﹇
ク
ヒ
タ
テ
衣
キ
ヌ
ノ
ス
ミ
ソ
メ
ノ
御
ケ
サ
﹈
十
八
歳
　
御
対
面
ア
リ
テ

法
門
御
聴
聞
ノ
儀
ナ
リ
　
覚
恵
上
人
モ
﹇（
ム
シ
ク
ヒ
）﹈
ア
ル
ヘ
シ
　
如
信
上
人
と
別
の
畳
ヲ
ナ
ラ
ヘ
テ
御
坐
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
炭
櫃
（
火
鉢
）

や
衣
の
状
態
、
如
信
と
覚
如
・
覚
恵
の
位
置
ま
で
『
慕
帰
絵
』
の
詞
書
と
一
致
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
乗
専
の
指
図
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
絵
に
描
か
れ
て
い
る
相
伝
の
書
は
、
六
巻
立
の
書
に
し
て
は
些
か
薄
い
様
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
欠
け
る
感
は
否
め
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
一

夜
の
相
伝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
典
す
べ
て
の
伝
授
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
絵
は
そ
の
状
況
ま
で
克
明
に
描
写
し
て
い
る
も
の
と
示

唆
さ
れ
る
。 

（
52
）『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
十
巻
（
昭
和
六
三
年
　
同
朋
舍
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
）
二
頁
。
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